


佐倉市を災害から守る！ 

令和５年度佐倉市消防団リーフレット ２月号 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

佐倉市消防団員は、日ごろは会社員や自営業などそれぞれの職業につきながら、地元で火災や台風な

どの災害に見舞われた際、「自分達の地元は自分たちで守る」という郷土愛に基づいて、昼夜を問わず被

害を最小限に食い止めるために出動をする地元の人たちで構成されています。 

今回は消防団員が、普段どのような活動をしているか、最近の活動をご紹介します。 

 佐倉市消防団女性消防部では、空気が乾燥し、火

気の取扱いが増加するなど、火災の発生リスクが高

まる年末に併せて、火災に対する注意喚起を図り、

火災を未然に防ぐことを目的として、市内の駅にお

いて啓発活動を実施しています。 

 

 今回の啓発活動は、１２月２７日（水）ＪＲ佐倉

駅において実施し、帰宅中の駅を利用された方々

へ、火災予防の啓発ティッシュを配布しながら、声

掛けを行いました。 

12 月 27 日（水） 歳末警戒啓発活動 

12 月 27 日～30 日 歳末警戒 

○活動に際して、整列する女性消防部 

○活動に際して、整列する消防団員 

○啓発活動を実施する女性消防部 

○警戒活動を実施する消防団

員 

佐倉市消防団では、火災を未然に防ぐことを目的と

して、12 月 27日（水）から 30 日（土）にかけて

歳末警戒を実施しました。 

 

27 日（初日）には、各分団ごとに担当地区内で出

動式を開催するとともに、終了後、会場から各部の担

当地区へ警戒に出動しました。 

 

 消防団活動は火災時に限らず、このような火災を予

防する警防活動も、とても重要な活動となります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐倉市消防団では、３月１日～７日に、各分団が、防火に対する注意を喚起するとともに、出火

による被害を最小限に留めることを目的とし、夜間に地元の見回りを実施します。 

空気が乾燥し火災が起きやすい季節となりますので、火の元には十分ご注意ください！ 

 

★消防団の日々の活動をホームページにて、掲載しております★ 

⇒https://www.city.sakura.lg.jp/soshiki/kikikanrika/syobo_kyukyu/17519.html 

 

※URL または、 

QR コードからご覧ください。 

 

 

今後の主な予定（行事） 令和６年３月１日（金）～７日（木）：春季火災予防運動 

令和６年４月１日（月）：第１回団本部・正副分団長会議 

               

 

 

 

消防団員募集中！！ 

 佐倉市消防団では、消防団員を募集しています。18 歳以上の方なら学生でも消防団活動に 

参加できます。（自分たちの街は、自分たちで守る） 

問い合わせ：佐倉市危機管理課消防班 043（484）6132 

 

       

 

 消防出初式の歴史は古く、江戸時代に火災に対する庶

民の不安を取り除くために行われたものが全国に広が

り、その後、新春を飾る恒例行事として定着しました。 

佐倉市でも令和６年１月７日に「令和６年佐倉市消防出

初式」が挙行されました。 

 

消防出初式では、消防活動に対して功績のあった消防

職団員の表彰のほか、隊列や服装などを検査する部隊観

閲、消防殉職者への黙祷などが行われ、昨年度に退団し

た消防団員２３名に感謝状が贈られました。 

 

そして式典の最後に消防職団員の代表として謝辞を行

った、佐倉市消防団の代表者は、「表彰を契機として、

今後も市民の負託に応えるべく努力します」と締めくく

り、まちを守る決意を新たにしました。 

 

コロナウイルス感染症の影響から、ここ数年間は関係

者のみで開催されておりましたが、４年ぶりに一般開放

された消防出初式となり、消防団員の晴れ姿を市民の

方々へお見せすることができる良い機会となりました。 

1 月 7 日（日） 令和６年佐倉市消防出初式 
○式典中の消防団旗入場の様子 

○式典中の部隊観閲実施の様子 



　地域まちづくり事業実施団体が主体となり地域
活性や地域課題の解決を図ることを目的とした事
業で、かつ、市の主要課題に該当する事業

　隣接した２以上の単一自治会や市民団体、市内
事業者で組織するもので、設置の目的が活動地域
に住む者の利益や地域の活性化に資するものとし
て市の認証を受けた団体
（ 認証要件の詳細については、お問い合わせくだ
さい。）

　毎年度・事業毎に事業計画や予算要求、支援申
請を市に提出いただきます。市の審査の結果、地
域まちづくり事業として採択された場合、次の①
②について支援をします。
①助成金の交付：交付対象経費の１０/１０
　　　　　　　　( 上限額：構成する自治会の規模

による)
②技術的な支援：市職員等の派遣、情報提供等

４月１日（※）～２月末日
（※）新規団体を設立した場合、設立時期によって
支援対象期間の開始日が異なります。

【対象外の事業】
　祭りや運動会などの親睦事業や趣味普及事業、専
ら直接的に利潤追求を目的とする経済活動、宗教活
動、政治活動、特定の政党を推薦支持し又は反対す
ることを目的とする活動等、対象外の事業がありま
す。

【市の主要課題（分野例）】

発　　　行／佐倉市　2024年2月発行　5,000部
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参考サイト／佐倉市市民部自治人権推進課 
　　　　　　https://www.city.sakura.lg.jp/soshiki/jichijinkensuishinka/index.html
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まちづくりしよ！
地域まちづくり事業実施団体のご紹介

◆地域まちづくり事業とは◆ ◆地域まちづくり事業実施団体とは◆

◆支援内容◆

◆支援対象期間◆

　市では、隣接した２以上の単一自治会が連携して団体を設立の上、市の認証

を受けた団体（「地域まちづくり事業実施団体」といいます。）が地域まちづくり

事業に取り組む場合に助成金の交付や技術的な支援を実施しています。

地域福祉、障害者福祉

子育て支援

高齢者福祉、健康づくり

都市計画・公共交通、住宅・住環境

公園・緑地整備

消防・防災

防犯・交通安全

生活環境保全

農業振興、観光振興

文化・芸術の振興

学校教育、教育環境、青少年健全育成

コミュニティ、平和・国際化、情報発信・共有

地域まちづくり事業に対する支援について



　活動を行う中で、地域の子どもたちや、地域住民からの挨
拶や声掛けが嬉しく、元気をもらっています。
　役員の高齢化が課題となっていますが、若い世代の参加を
促しながら、「挨拶のできる町から助け合いのできる町」の
モットーを大切に、今後も活動を続けていきたいと思います。

　白銀小学校は、開校以来「地域に開かれ、地域住民ととも
に創りあげていく学校」を目指していることから、地域住民
がボランティアに参加する機会が増え、地域活動の機運が高
まりました。このようなことがきっかけとなり、私たちは市
内2番目の団体として平成20年5月に団体を設立しました。
小学校と一体となり活動を進めることができたので、その成
果も大きかったと感じています。
　現在は、通学路の見守りや、里山保全、救助及び応急手当
教室、広報等の事業を実施しています。
　里山事業に特に力を入れており、市営大蛇住宅用地内の
山林を、5年かけて整備し、その後も保全活動を継続しなが
ら、その活用を図っています。

　平成１３年に、大阪の池田小学校での悲惨な事件を受け
て、有志で「子どもの見守り活動」を開始しました。また、
平成１３年から１５年にかけて、全国的に犯罪が多発したこ
とを受け、臼井小学校区の自治会でも自発的に防犯パトロー
ルが行われるようになりました。このような背景から、子ど
もや地域の安全・安心、助け合いのできる町を目指し、「ま
ちづくり協議会」のモデル地区として、平成19年1月に団体
を設立しました。
　設立以来、地域課題に対応した防犯、防災、福祉、広報、
歴史・文化など幅広い分野の事業に取り組んでおり、16年以
上にわたる継続的なまちづくり活動が功績として認められ、
令和5年度に国土交通省「まちづくりアワード」を受賞しま
した。

　現在は、高齢化が進み、地域住民同士の支え合いがさらに
求められていることから、防災活動、福祉活動の充実を図っ
ています。防災活動では、「普段できないことは災害時もで
きない！」を合言葉に、夜間時の避難訓練やペット同伴の避
難行動等の新たな事業を計画しています。
　また、福祉活動では、市や地区社会福祉協議会等と連携を
図りながら、認知症や高齢者の健康等に関する事業を行って
います。

　市民の憩いの場と
して開放したり、特
別イベント「竹細工
を楽しもう」等を実
施しています。ま
た、白銀小学校や市
内団体の自然観察の
場としても活用され
ています。
　多くの市民の皆さまに、四季折々の里山を楽しんでいただ
いたり、白銀小学校の多様な教育の場として活用されている
ことにやりがいを感じています。
　作業を通じて団体メンバーの交流が深まり、結びつきが強
まってきている一方で、高齢化により活動に参加する人が
年々減少し、活動を継続していくことが困難になってきてい
ます。公募委員として誰でも活動に参加できますので、ご興
味のある方はぜひ体験にいらしてください。
　また、春蘭・キンラン・山百合などの貴重な野草がたくさ
ん育っていますので、皆さまも里山にぜひ足を運んでいただ
ければと思います。

　ふるさと弥富を愛する会は、弥富地区を活動区域とし、
「心豊かで生き生きと暮らすことのできるまちづくり」の実
現を目指して地域住民が主体となり、ホタルの里づくりや防
犯・防災事業、伝統文化の継承事業、広報事業等を行ってい
ます。
　弥富地区は、人口が約1,400人であり、佐倉市の中では、
人口が少ない地域ではありますが、地域ぐるみで各事業に取
り組む、結束力や地域力があります。
　現在は、主に66名の構成員で事業に取り組んでおり、防犯
事業と防災事業に特に力を入れています。
　防犯事業では、犯罪のない安全安心なまちづくりのため
に、地域住民の防犯意識の高揚を図る事業や、児童たちの見
守り活動を実施しています。

　令和４・５年度は弥富小学校の児童から防犯標語を募集
し、標語を掲載した車両用マグネットシートや、のぼり旗を
作成しました。
　防災事業では、地域内での自助や互助を行っていくため
に、防災意識の向上を目的とし、防災講座や防災訓練を行っ
ています。
　また、地区全体での防災体制を築き、オール弥富で、防災
力の強化を図っています。
　人口減少とともに住民の高齢化が加速し、事業を継続して
いくことが困難になってきていますが、地域の子どもたちが
参加できる事業や行事を行い、ふるさと意識を持ってもらう
ことで、地域コミュニティの形成に繋げていきたいと思いま
す。

白銀小学校区白銀小学校区
地域まちづくり協議会

ふるさと弥富を愛する会

寸劇による子ども防犯教室

臼井西中の生徒も参加した防災訓練

団体の福祉部会長による高齢者向け福祉講座 児童考案の標語を
掲載したのぼり 

里山保全の作業風景

防災訓練での地震体験車

車両用防犯マグネットシート

救命講習会

防犯のぼり旗
里山遊歩道の作業風景

キンラン（4月～ 5月） 山百合（7月）

地域まちづくり協議会地域まちづくり協議会

ふるさと弥富を愛する会ふるさと弥富を愛する会

臼井ふるさとづくり協議会臼井ふるさとづくり協議会

寸劇による子ども防犯教室

臼井西中の生徒も参加した防災訓練

里山保全の作業風景

里山遊歩道の作業風景

山百合（7月）キンラン（4月～ 5月）

車両用防犯マグネットシート 防犯のぼり旗

防災訓練での地震体験車

救命講習会救命講習会

現在10の地域まちづくり事業実施団体が活動しています。今回は3団体についてご紹介いたします。






